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       博 士 学 位 請 求 論 文 本 審 査 報 告 書  

 

 

請 求 者 氏 名  水 町 誠 司  

学 位 種 類   博 士 （ 文 学 ）  

論 文 題 目   「 黒 社 会 」 の 巨 頭 杜 月 笙 の 総 合 的 研 究  

           ― 1 9 2 0～ 5 0 年 代 ―  

 

 水 町 誠 司 氏 は 、 愛 知 学 院 大 学 学 部 、 大 学 院 前 期 ・ 後 期 博 士 課 程

を 経 て 研 究 員 と な り 、 今 回 、 博 士 学 位 申 請 論 文 を 提 出 す る こ と に

な っ た 。  

 現 在 、 多 く の 歴 史 研 究 者 が 多 角 的 視 点 か ら 中 国 近 現 代 史 研 究 に

ア プ ロ ー チ し て い る が 、 本 論 文 は 主 に 中 国 の 政 治 、 経 済 中 心 の 大

都 会 上 海 に 焦 点 を 絞 り 、 そ こ で 大 き な 力 量 を 発 揮 し た 「 黒 社 会 」

（ 「 裏 社 会 」 ） の 大 頭 目 で 、 秘 密 結 社 青 幇 の 巨 頭 で あ っ た 杜 月 笙

の 動 態 の 解 明 を 目 指 し て い る 。 そ し て 、 日 本 敗 戦 後 ま で も 視 野 に

入 れ 、考 察 、分 析 し 、歴 史 的 に 位 置 づ け よ う と す る 野 心 作 で あ る 。

な お 、青 幇 と は 、紅 幇 と 並 び 称 さ れ る 上 海 の 巨 大 秘 密 結 社 で あ る 。

日 本 で は 、 青 幇 に 関 し て 酒 井 忠 夫 、 渡 辺 惇 、 古 厩 忠 夫 な ど の 研 究

が あ る が 、 杜 月 笙 に 焦 点 を 絞 っ た も の で は な い 。  

 

  １ ） 本 論 文 構 成  

 本 論 文 は 序 章 、 第 1 章 ～ 第 7 章 、 終 章 、 及 び 史 料 ・ 参 考 文 献 で

構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 論 文 は 1 7 0 ペ ー ジ （ 4 0 0 字 詰 め 約 6 1 0

枚 ） で あ る 。 構 成 は 以 下 の 通 り 。  

    序  章   先 行 研 究 と そ の 動 向 、 当 時 の 上 海 の 状 況 な ど  

    第 1 章  杜 月 笙 と 上 海 四 ・ 一 二 ク ー デ タ ー  

    第 2 章  杜 月 笙 と 祖 廟 ― 落 成 式 を 巡 っ て ―  

        第 3 章  杜 月 笙 と 高 級 社 交 ク ラ ブ 恒 社 の 実 態  

        ― 人 脈 の 形 成 ―  

        第 4 章  杜 月 笙 の 慈 善 活 動 と そ の 特 色  

        ― 黄 金 栄 、 張 嘯 林 ら と の 関 係 ―  

        第 5 章  杜 月 笙 の ｢表 ｣と 「 裏 」 の 経 済 活 動  

        第 6 章   杜 月 笙 及 び 「 上 海 黒 社 会 」 と 日 中 戦 争  

    第 7 章   杜 月 笙 と 日 中 戦 争 後 に お け る 動 向  

    終  章  

     論 文 ・ 史 料 ・ 参 考 文 献  

 

  ２ ） 各 章 の 概 要 は 以 下 の 通 り 。  
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 第 1 章 で は 、蒋 介 石 が 発 動 し た 上 海 四・一 二 ク ー デ タ ー に よ り 、

第 一 次 国 共 合 作 は 崩 壊 し た と す る 。 こ の 時 、 杜 月 笙 が 秘 密 結 社 の

青 幇 を 率 い て 多 く の 共 産 党 員 、 労 働 者 を 惨 殺 し た 実 態 に 迫 る 。  

  第 2 章 は 、杜 月 笙 を 一 躍 中 国 で 有 名 に し た 祖 廟 落 成 式 を 論 じ る 。

黒 社 会 の 頭 目 、 有 名 政 治 家 、 京 劇 俳 優 ま で も 多 数 列 席 し た 。 『 申

報 』 は も ち ろ ん 、 日 本 の 新 聞 ま で も 報 道 し 、 そ の 影 響 力 は 大 き か

っ た と す る 。  

  第 3 章 は 、 「 黒 社 会 」 の み な ら ず 、 表 社 会 で の 名 声 と 実 力 を 一

挙 に 高 め 、 基 盤 を 固 め る 手 段 と し て 、 高 級 社 交 ク ラ ブ 恒 社 を 経 営

し た 。 そ れ を 梃 子 に 有 力 者 や 名 士 と 交 流 し 、 人 脈 を 築 き 、 上 海 の

政 界 、 経 済 界 に 大 き な 影 響 力 を 有 す る よ う に な っ た と す る 。  

 第 4 章 は 、杜 月 笙 に よ る 慈 善 活 動 で あ り 、無 料 病 院 、学 校 設 立 、

孤 児 院 に 寄 付 、 災 害 救 援 な ど を 実 施 し た 。 な お 、 こ れ ら の 資 金 は

バ ザ ー 開 催 に よ る 募 金 も あ る が 、 第 5 章 に あ る 「 裏 」 資 金 も 投 入

さ れ た 。  

  第 5 章 は 、 杜 月 笙 の 「 表 」 と ｢裏 ｣双 方 の 経 済 活 動 を 論 じ 、 そ の

実 態 と 特 色 を 導 き 出 す 。 「 表 社 会 」 で は 、 自 ら 銀 行 を 設 立 し 、 董

事 長 に 就 任 。 他 に も 製 粉 、 紡 績 、 交 通 各 公 司 の 理 事 な ど に 就 任 、

利 益 を 上 げ た 。 他 方 、 「 裏 」 で は ア ヘ ン 売 買 、 売 春 、 賭 博 場 の 経

営 な ど で 巨 額 の 利 益 を 上 げ た と す る 。 こ う し た 表 裏 一 体 の 経 済 活

動 で 租 界 を 含 め 、 上 海 全 域 に 大 き な 影 響 力 を 持 っ た と す る 。  

  第 6 章 は 、 杜 月 笙 を 含 む 上 海 三 大 頭 目 （ 他 は 黄 金 栄 、 張 嘯 林 ）

の そ れ ぞ れ の 動 向 を 比 較 検 討 し な が ら 、 重 慶 の 蒋 介 石 、 汪 精 衛 の

南 京 傀 儡 政 権 、 日 本 軍 と の 関 係 を 考 察 す る 。 日 中 戦 争 、 太 平 洋 戦

争 と 続 く 重 要 な 時 期 で あ る が 、 果 敢 に 実 態 解 明 に 挑 ん だ 。 日 本 と

の 取 引 き も し た が 、 三 大 頭 目 の 中 で 最 も ナ シ ョ ナ リ ス ト で あ り 、

抗 日 的 ス タ ン ス を と っ て い た 意 義 を 評 価 す る 。  

 第 7 章 は 、 日 本 敗 戦 後 の 国 共 内 戦 期 、 い わ ば 杜 月 笙 と 黄 金 栄 の

晩 年 、 影 響 力 が 喪 失 し て い く 過 程 を 論 じ る （ 張 嘯 林 は 暗 殺 さ れ 、

こ の 世 に い な い ） 。 こ の 時 期 の 杜 月 笙 の 動 向 も 興 味 深 い 。  

 終 章 は 、 本 論 の 総 括 と 展 望 で あ る 。  

 

 ３ ） 本 論 文 の 特 色  

 ① 博 士 申 請 論 文 で は 、 当 時 上 海 の 有 名 新 聞 『 申 報 』 （ 当 初 、 第

三 勢 力 ・ 民 主 派 の 新 聞 で あ っ た が 、 杜 月 笙 が 乗 っ 取 っ た ） 、 そ れ

に 『 時 報 』 の 記 事 を 多 く 収 集 し 、 分 析 し た 。 ま た 、 日 本 外 務 省 文

書 も 使 用 し な が ら 充 実 さ せ た 。 史 料 不 足 を 回 憶 録 な ど で 補 っ た 。  

 ② 1 9 2 7 年 杜 月 笙 は 蒋 介 石 の 四 ・ 一 二 ク ー デ タ に 加 担 し 、共 産 党

員 や 労 働 者 を 惨 殺 し た こ と で 有 名 だ が 、 満 洲 事 変 、 特 に 盧 溝 橋 事

件 以 降 、 日 本 の 中 国 侵 略 、 特 に 上 海 攻 撃 に 不 満 を 持 ち 、 基 本 的 に
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抗 日 へ と 舵 を 切 っ た 。  

 ③ 中 国 国 民 党 、 共 産 党 、 傀 儡 政 権 、 日 本 軍 そ れ ぞ れ の 活 動 が 渦

巻 く 上 海 で 、 杜 月 笙 が ど の よ う に 行 動 し た の か を 明 ら か に す る 。

そ の 際 、 杜 月 笙 は ア ヘ ン 売 買 、 売 春 、 賭 博 を 経 営 す る と 同 時 に 、

抗 日 支 援 、 慈 善 運 動 に も 尽 力 し た 。 そ の 相 反 す る か に 見 え る 実 態

に ア プ ロ ー チ し た 。 さ ら に 張 嘯 林 暗 殺 事 件 、 政 財 界 人 と 交 流 す る

高 級 ク ラ ブ 「 恒 社 」 な ど の 実 態 解 明 を 進 め た 。  

 ④ 貧 困 で 学 校 に も 通 え ず 、 盗 み な ど で 生 計 を 立 て て い た 杜 月 笙

の 子 供 時 代 か ら 、激 動 の 中 国 上 海 で 、頭 角 を 現 わ す 1 9 2 0 年 代 、1 9 3 0

年 代 、 そ し て 日 中 戦 争 期 の 抗 日 姿 勢 、 さ ら に は 国 共 内 戦 期 、 死 去

す る ま で の 晩 年 ま で を と り あ げ て い る 。  

  

 ４ ） 本 論 文 の 評 価  

 【 評 価 点 】  

 評 価 点 は 本 論 文 の 特 色 と 重 な る 部 分 も あ る が 以 下 の 通 り 。  

 ① 本 論 文 は 、 日 本 で は 日 中 戦 争 史 、 上 海 史 な ど で 言 及 さ れ る こ

と は 多 い が 、 小 説 、 伝 記 、 回 憶 録 な ど を 除 け ば 、 歴 史 研 究 で は 、

杜 月 笙 そ れ 自 体 の 専 論 は 管 見 の 限 り 極 め て 少 な い 。 そ う し た 研 究

状 況 の 中 で 、 杜 月 笙 を 真 正 面 か ら と り あ げ た 。 こ う し た 研 究 姿 勢

は 高 く 評 価 で き る 。  

 ② 杜 月 笙 の 生 ま れ た 時 か ら 死 去 す る ま で 彼 の 生 涯 全 体 を 記 述 し

た 。 そ の 波 瀾 万 丈 な 生 き 方 を 日 中 戦 争 と い う 激 動 期 を 含 め て 明 ら

か に し た 。 も ち ろ ん 中 国 、 香 港 、 台 湾 な ど で 小 説 や 伝 記 と し て 杜

月 笙 の 生 涯 を と り あ げ た も の も あ る が 、 物 語 、 フ ィ ク シ ョ ン な ど

が 多 い 。 そ の 点 、 本 論 文 は 歴 史 研 究 と し て 実 証 的 に 論 じ て い る 。  

 ③ 杜 月 笙 が ア ヘ ン 売 買 、売 春 、賭 博 な ど で 巨 額 の 利 益 を 得 た が 、

同 時 に そ れ ら を 資 金 に 慈 善 、 災 害 救 済 、 学 校 や 病 院 の 設 立 を お こ

な っ た こ と を 立 体 的 、 構 造 的 に 追 求 し よ う と し た 点 は 興 味 深 い 。  

 ④ 杜 月 笙 と 蒋 介 石 の 国 民 政 府 、 汪 精 衛 の 南 京 傀 儡 政 権 、 日 本 軍

と の 構 造 的 関 係 に 、 極 力 実 証 的 に 果 敢 に 挑 戦 し て い る 。 な お 、 従

来 の も の は 、 蒋 介 石 と 杜 月 笙 な ど の 関 係 に 重 点 を 置 い て お り 、 汪

精 衛 の 南 京 傀 儡 政 権 と の 関 係 は ま だ し も 、 日 本 軍 と の 関 係 は 不 明

点 が 多 い 。 ま だ 不 十 分 な 点 が あ る が 、 そ れ に 踏 み 込 ん だ 。  

 

 【 問 題 点 】  

 ① 研 究 動 向 整 理 が ま だ 完 全 で は な い 。 先 行 研 究 、 及 び 史 料 、 資

料 、 回 顧 録 な ど を 正 確 に 区 別 し 、 分 類 す る 必 要 が あ る 。 そ う す る

こ と で 、 本 論 文 の 意 図 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ 、 論 理 展 開 を さ ら に 明 確

に で き る 。  

 ② 背 景 と し て の 上 海 史 、 香 港 史 を 押 さ え た 上 で 、 当 時 の 両 都 市
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の 状 況 と そ の 推 移 に つ い て 、 よ り 深 く 解 明 し 記 述 す れ ば 、 杜 月 笙

の 位 置 づ け が さ ら に 明 確 に な る の で は な い か 。  

 ③ 慈 善 運 動 な ど を 「 義 侠 心 」 、 「 地 位 と 名 声 」 を 得 る た め と 結

論 づ け る が 、 よ り 深 い 構 造 的 分 析 と 意 義 、 限 界 の 解 明 が 必 要 だ っ

た の で は な い か 。  

 ④ 国 際 情 勢 、 コ ロ ナ 下 で 難 し い と は 思 う が 、 上 海 図 書 館 の 再 訪

は も ち ろ ん 、 上 海 档 案 館 や 台 湾 の 党 史 委 員 会 所 蔵 の 史 料 な ど も 調

査 、 収 集 し 、 使 用 す れ ば 、 さ ら に 充 実 し た も の に な る で あ ろ う 。

現 在 の 政 治 状 況 か ら 難 し い が 香 港 大 学 所 蔵 史 料 は ど う か 。 ま た 、

『 申 報 』 『 時 報 』 な ど を 徹 底 的 に 使 用 し て い る こ と は 高 く 評 価 す

る が 、 さ ら に 多 角 的 、 か つ 構 造 的 に 本 論 文 を 充 実 さ せ る た め 『 新

聞 報 』 な ど も 探 し 、 使 用 す る こ と が 望 ま れ る 。  

  ⑤ 日 本 軍 と 杜 月 笙 と の 具 体 的 関 係 の 追 究 が ま だ 十 分 で は な い 。

こ れ は 水 町 氏 だ け の 責 任 で は な く 、 従 来 の 研 究 状 況 が 進 ん で い な

い こ と も あ る の だ が 、防 衛 省 戦 史 資 料 室 で 史 料 を 探 す 必 要 が あ る 。

ま た 、 当 時 の 外 務 省 記 録 、 外 事 警 察 史 料 も さ ら に 徹 底 的 に 調 査 収

集 す る 必 要 が あ る 。  

 ⑥ 1 9 2 7 年 上 海 四・一 二 ク ー デ タ ー 以 前 の 杜 月 笙 と 中 国 共 産 党 の

関 係 、 及 び 国 共 内 戦 期 、 人 民 共 和 国 の 成 立 前 後 も 毛 沢 東 ・ 共 産 党

と の 関 係 が あ っ た が 、 従 来 の 研 究 で も 十 分 に 解 明 さ れ て い な い 。

確 か に 史 料 入 手 が 困 難 な 面 も あ る が 、 国 共 内 戦 で 国 民 党 を 打 倒 し

た 中 国 共 産 党 と 杜 月 笙 と の 関 係 を さ ら に 探 究 す る 必 要 が あ ろ う 。  

 そ の 他 、 一 部 に 誤 訳 、 誤 字 、 ケ ア レ ス ミ ス が あ る 。 注 意 さ れ た

い 。 例 え ば 、 「 蔣 介 石 」 と 「 蒋 介 石 」 な ど 「 蔣 」 の 字 が 不 統 一 。

ま た 、 宋 子 文 が 「 宗 子 文 」 と な っ て い る な ど 。  

 

 以 上 の 課 題 も 指 摘 で き る が 、 全 体 的 に 評 価 は 高 く 、 構 想 力 、 論

理 展 開 、 実 証 各 側 面 で 一 定 水 準 に 達 し て い る と 認 定 し た 。 な お 、

水 町 氏 は 学 問 、 研 究 に 真 摯 に 向 き あ お う と す る 姿 勢 が あ る 。 地 道

か つ 着 実 な 研 究 を 進 め 、 東 京 の 東 洋 文 庫 は も ち ろ ん 、 上 海 図 書 館

な ど で 史 料 収 集 を お こ な っ て い る こ と も 評 価 し た 。 水 町 氏 は 専 門

書 出 版 を 目 指 し て い る が 、 論 理 展 開 、 史 料 収 集 、 分 析 は 今 後 、 さ

ら に 強 化 す る 必 要 が あ る 。 そ う す れ ば 、 歴 史 学 界 の 発 展 に 寄 与 す

る こ と も 不 可 能 で は な い 。  

 

 ５ ） 語 学 試 験 、 及 び 既 発 表 論 文 な ど  

 

 ① 博 士 候 補 者 試 験 の 第 一 外 国 語 の 英 語 、 第 二 外 国 語 の 中 国 語 は

共 に 合 格 し て い る 。  

  ② 博 士 論 文 審 査 規 定 で は 論 文 計 3 本 で 、 内 1 本 が 査 読 付 き で あ
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る が 、 水 町 氏 の 場 合 、 す で に 論 文 が 計 5 本 あ り 、 内 2 本 が 査 読 付

き で あ る 。 他 に 研 究 ノ ー ト 2 本 、 書 評 1 本 が あ る 。 学 会 ・ 研 究 会

に も 積 極 的 に 参 加 し 、全 国・東 海 地 区 報 告 も 5 回 あ る 。本 論 文 は 、

こ れ ら 学 術 論 文 、 学 会 ・ 研 究 会 報 告 な ど を 基 に 、 さ ら に 考 察 、 加

筆 ・ 削 除 、 修 正 、 分 析 を 加 え 、 作 成 し た も の で あ る 。  

 な お 、水 町 氏 は 博 士 前 後 期 課 程 在 学 中 、及 び 研 究 員 時 期 、学 会 、

各 研 究 会 の 会 員 と な り 、 積 極 的 に 発 表 ・ 報 告 を お こ な っ た 。 そ の

時 の 批 判 、 評 価 を 前 向 き に 捉 え 、 推 敲 の 上 、 論 文 を 書 き 上 げ た 。

こ う し た 粘 り 強 い 姿 勢 は 、 高 く 評 価 で き る 。 こ の こ と を 付 け 加 え

て お き た い 。  

 

 ６ ） 口 述 試 験 と 試 験 結 果  

 

 ① 口 述 試 験  

 口 述 試 験 は 、 令 和 3 年 1 0 月 2 7 日 午 後 3 時 半 か ら 5 時 半 ま で の

2 時 間 実 施 さ れ た 。 審 査 員 は 主 査 菊 池 一 隆 、 副 査 松 下 憲 一 、 小 林

隆 夫 、馬 場 毅（ 外 部 ）の 計 4 人 で あ る 。各 審 査 員 に 質 疑 に 対 し て 、

水 町 は 論 理 展 開 、 実 証 、 史 料 な ど に 関 し て 、 真 剣 に 説 明 、 回 答 し

た 。 本 論 文 を 内 容 、 実 証 、 史 料 的 に 強 化 し 、 専 門 書 の 出 版 を 目 指

す と い う 。  

 ② 口 述 試 験 後 、 審 査 員 4 人 で 討 論 し た 。 そ の 結 果 、 水 町 氏 の 学

位 請 求 論 文 は 、 審 査 員 一 同 、 愛 知 学 院 大 学 文 学 研 究 科 の 博 士 （ 文

学 ） を 授 与 す る こ と に 相 応 し い と 認 定 し 、 合 格 と 判 定 し た 。  

 

  令 和 3 年 1 1 月 2 4 日  

 

             審 査 委 員  

         主 査  愛 知 学 院 大 学 客 員 教 授   菊 池 一 隆  

 

副 査   愛 知 学 院 大 学 教 授      松 下 憲 一  

 

          副 査   愛 知 学 院 大 学 教 授      小 林 隆 夫  

 

                   副 査  愛 知 大 学 名 誉 教 授      馬 場 毅  


